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●巴里に届けられた鶴見の様子

三
一
年
一
二
月
に
も
、「
私
達
の
此
の
お
山

も
落
伍
者
が
追
々
と
出
来
て
来
ま
す
、
表
面

に
こ
そ
表
は
れ
な
い
け
れ
ど
私
達
の
様
に
苦

し
ん
で
居
る
方
が
あ
る
の
で
す
」（
12
・
7
）

と
、
こ
の
地
を
不
況
で
離
れ
て
い
く
人
々
が

出
て
い
る
こ
と
、
苦
境
の
人
々
が
他
に
も
潜

在
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
不
況
で
は
あ
っ
た
が
、
震
災

復
興
や
工
業
化
に
伴
う
開
発
・
基
盤
整
備
、

合
併
に
よ
る
横
浜
市
の
基
盤
整
備
も
行
わ
れ

て
い
た
。

先
の
三
〇
年
六
月
の
手
紙
で
は
、「
停
車
場

の
処
、
宅
で
買
ふ
マ
ン
ヂ
ュ
ウ
屋
の
処
ま
で

高
架
線
の
ガ
ー
ド
が
出
来
ま
し
た
、
杉
本
さ

ん
の
お
家
の
処
な
ど
跡
形
も
な
く
奇
麗
に

な
っ
て
居
り
ま
す
、
カ
ス
ケ
ー
ド
の
横
を
潮

田
の
方
か
ら
高
架
で
電
車
が
通
り
多
摩
の
方

に
行
っ
て
居
り
ま
す
」、
ま
た
、
一
一
月
に

も
「
鶴
見
は
住
ん
で
居
る
も
の
は
き
う
〳
〵

し
て
居
り
ま
す
け
れ
ど
発
展
す
る
事
驚
く
ば

か
り
、
総
持
寺
門
前
は
高
架
で
電
車
が
走
っ

て
居
り
ま
す
よ
」（
11
・
12
）、
三
一
年
四
月

に
も
「
高
架
の
電
車
も
昨
年
か
ら
お
ま
ん
ぢ

う
や
の
前
か
ら
走
っ
て
居
り
ま
す
、
そ
れ
は

〳
〵
よ
い
景
色
で
す
、
只
今
停
車
場
の
所
に

大
工
事
で
つ
ゞ
く
高
架
線
を
敷
い
て
居
り
ま

す
、
中
々
鶴
見
も
賑
か
に
な
り
ま
し
た
」

（
4
・
9
）
と
、
繰
り
返
し
高
架
を
走
る
電

車
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

道
路
に
つ
い
て
も
、「
道
路
が
近
く
広
く

な
り
ま
す
そ
う
で
す
」（
30
・
11
・
12
）、「
鶴

見
の
道
路
が
奇
麗
に
な
り
ま
し
た
」（
31
・

4
・
9
）
な
ど
た
び
た
び
書
き
送
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
不
景
気
な
の
で
「
話
し
よ
り
実
行

は
の
ろ
い
で
す
」（
未
・
2
・
16
）
と
い
う
状

態
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

道
路
が
整
備
さ
れ
て
く
る
と
、
自
動
車
の

便
も
出
て
く
る
。
三
〇
年
に
は
、「
池
の
そ

ば
の
そ
ば
屋
の
近
く
で
魚
よ
し
が
自
動
車
屋

に
か
わ
り
宅
に
ま
い
り
居
り
ま
し
た
、
番
当〔
頭
〕

が
運
転
手
に
な
り
宅
に
来
て
駅
ま
で
四
十
銭

で
す
か
ら
高
木
が
気
の
毒
で
す
、
最
近
乗
合

自
動
車
も
通
る
様
に
な
り
ま
す
、
発
展
は
す

ば
ら
し
い
で
す
け
ど
、
お
山
の
不
景
気
っ
た

ら
あ
り
ま
せ
ん
」（
30
・
11
・
12
）
と
、
自
動

車
屋
（
タ
ク
シ
ー
）
が
で
き
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。「
気
の
毒
」
と
言
わ
れ
て
い
る
「
高

木
」
は
、
お
そ
ら
く
は
人
力
車
の
関
係
者
で

あ
ろ
う
。

翌
年
に
は
、「
二
月
前
か
ら
鶴
見
駅
前
よ

り
私
達
の
沢
の
山
の
中
腹
ま
で
五
銭
均
一
の

乗
合
自
動
車
も
出
来
ま
し
た
」
と
記
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
鶴
見
臨
港
鉄
道
の
バ
ス
で
、

車
掌
が
乗
車
す
る
バ
ス
が
通
常
で
あ
っ
た
時

代
に
、
料
金
箱
に
よ
る
ワ
ン
マ
ン
カ
ー
と
し

て
運
賃
を
下
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
不
況
下

で
あ
っ
た
た
め
に
「
僅
か
五
銭
で
も
や
は
り

て
く
っ
て
居
る
人
が
多
い
の
で
す
」（
31
・

12
・
7
）
と
い
う
よ
う
に
、
五
銭
の
料
金
で

も
歩
く
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

鶴
見
の
物
価
と
商
店

こ
の
頃
は
、
不
況
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
価

格
が
下
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
東
京
の
例
だ

が
、「
服
屋
で
も
何
で
も
毎
月
売
出
し
ば
か

り
、
そ
れ
は
安
く
な
り
ま
し
た
、
今
送
り
ま

す
錦
紗
も
十
四
円
で
買
ひ
ま
し
た
、
余
り
安

い
か
ら
私
が
美
ち
ゃ
ん
に
上
げ
ま
す
」
や
、

ま
た
鶴
見
で
も
「
女
中
が
た
く
山
あ
り
ま
す
、

月
給
は
入
り
ま
せ
ん
か
ら
食
べ
る
丈
で
と
申

込
ん
で
来
る
、〔
略
〕
私
も
鹿
児
島
か
ら
知

人
の
娘
さ
ん
を
連
れ
て
来
て
な
ら
し
て
居
り

ま
す
、
高
等
女
学
校
出
五
円
与
へ
て
居
り
ま

す
、
八
月
に
な
り
ま
し
た
ら
八
円
位
に
い
た

し
ま
す
」（
30
・
6
・
9
）
な
ど
と
記
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
「
今
は
物
価
は
下

り
万
事
が
安
く
で
〔
マ
マ
〕済

み
ま
す
け
れ
ど
税
金
は

ふ
へ
ま
す
、
電
話
料
な
ど
少
し
も
下
り
ま
せ

ん
、
納
金
の
期
日
一
日
遅
れ
ま
し
た
ら
非
常

な
や
か
ま
し
い
事
で
す
」（
30
・
11
・
12
）、「
そ

れ
か
ら
電
車
賃
は
少
し
も
安
く
な
り
ま
せ
ん
、

前
と
同
じ
で
す
か
ら
東
京
ま
で
の
往
復
三
等

の
六
十
銭
が
前
の
二
等
の
乗
車
賃
位
に
考
へ

ら
れ
ま
す
か
ら
東
京
に
出
ま
す
の
も
一
寸
考

へ
ま
す
」（
31
・
12
・
7
）
と
い
う
よ
う
に
、

下
が
ら
な
い
も
の
、
実
質
的
に
は
値
上
が
り

す
る
も
の
な
ど
不
均
衡
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
鶴
見
の
物
価
の
地
域
性
に
つ
い
て

も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
「
東
京
で

も
横
浜
で
も
そ
れ
は
安
い
の
に
鶴
見
豊
岡
丈

は
以
前
の
通
り
、〔
略
〕
京
浜
間
で
一
番
高
い

処
と（〔

マ

マ

〕

物
価
）評
さ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
」

と
あ
り
、
物
価
が
高
い
と
評
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
に
、「
少
し
考
へ
て
居
る
人
は
他

に
引
越
す
様
に
な
り
ま
し
た
」
と
転
居
す
る

人
も
出
て
き
て
い
た
。
こ
の
高
い
物
価
に
対

し
、
美
子
の
母
は
「
ふ
ん
が
い
」
し
、
近
所

の
何
人
か
も
同
様
だ
と
し
な
が
ら
も
、
周
り

に
は
「
割
合
に
平
気
」
と
い
う
家
も
あ
り
、

商
人
の
方
で
も
「
此
の
お
山
は
高
く
す
る
の

だ
そ
う
な
」
と
言
っ
て
い
る
と
記
す
。
こ
の

頃
は
、「
御
用
聞
き
」
が
注
文
を
取
り
、
掛

け
売
り
が
普
通
で
あ
り
、
購
入
す
る
店
が
決

ま
っ
て
い
た
。
商
人
側
で
は
、
客
を
見
て
価

格
設
定
を
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、「
先
日
五
六

人
集
ま
っ
て
何
と
か
致
し
ま
せ
う
や
と
相
談

し
た
け
ど
、
真
際
に
や
る
人
の
数
が
少
い
か

ら
や
っ
ぱ
り
商
人
に
ま
け
て
居
る
」
の
で
、

人
に
よ
っ
て
は
、
東
京
や
横
浜
に
出
た
時
に

買
い
物
を
済
ま
せ
「
豊
岡
か
ら
少
し
も
買
は

ず
」
と
自
衛
し
、
佐
藤
家
で
も
な
る
べ
く
そ

の
よ
う
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
30
・

6
・
9
）。

こ
の
よ
う
な
物
価
高
は
、
地
域
の
有
力
者

や
商
人
も
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
頃
に
「
鶴

見
名
物
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
私
設
の

小
売
市
場
が
、
い
く
つ
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

母
の
手
紙
で
も
「
此
の
せ
ま
い
鶴
見
で
さ
へ

美
ち
ゃ
ん
が
行
き
ま
し
て
か
ら
四
軒
の
大
き

な
公
設
市
場
が
出
来
て
居
り
ま
す
か
ら
、
小

さ
な
店
は
ど
ん
〳
〵
倒
れ
る
一
方
で
す
」

（
31
・
12
・
7
）
と
、
小
売
市
場
の
増
加
と

従
来
の
小
売
店
の
苦
境
を
記
し
て
い
る
。

佐
藤
家
の
生
活
と
留
学
費
用

次
に
、
手
紙
に
書
か
れ
た
佐
藤
家
の
生
活

を
垣
間
見
て
み
よ
う
。

父
友
太
郎
は
、
税
関
を
退
職
し
た
後
、
横

浜
正
金
銀
行
等
い
く
つ
か
の
会
社
で
仕
事
を

し
て
い
た
よ
う
で
、
留
学
出
発
当
時
の
二
八

年
で
は
木
下
組
の
顧
問
を
し
て
い
た
。
恩
給

と
顧
問
報
酬
が
生
活
の
基
盤
で
あ
っ
た
。

も
と
も
と
佐
藤
家
の
生
活
水
準
は
高
く
、

横
浜
税
関
時
代
に
は
、
鑑
査
官
と
し
て
「
税

関
長
の
給
料
を
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
」（『
カ
ル
メ
ン
お
美
』
二
三
頁
）
と

昭
和
期
に
活
躍
し
た
、
横
浜
在
住
の
声
楽

家
に
佐
藤
美
子
が
い
る
。
美
子
は
、
一
九
二

八
（
昭
和
三
）
年
一
二
月
に
日
本
を
出
発
し
、

三
二
年
六
月
に
帰
国
す
る
ま
で
フ
ラ
ン
ス
に

留
学
し
て
い
た
。
こ
の
間
に
美
子
に
届
い
た

手
紙
類
が
、
自
宅
の
父
母
か
ら
の
手
紙
を
中

心
に
、「
佐
藤
美
子
資
料
」
に
綴
と
さ
れ
て
残

さ
れ
て
い
る
（
資
料
番
号
Ⅲ─

11
、
Ⅲ─

12
、

別
に
は
が
き
類
も
あ
る
）。
こ
の
中
に
は
、

留
学
先
で
大
変
世
話
に
な
る
安
達
峰
一
郎
フ

ラ
ン
ス
大
使
や
、
音
楽
学
校
の
先
輩
で
あ
り
、

田
谷
力
三
・
内
田
栄
一
・
美
子
と
と
も
に
四

重
唱
団
ヴ
ォ
ー
カ
ル
フ
ォ
ア
を
結
成
し
、
美

子
が
姉
と
慕
う
松
平
里
子
、
留
学
の
出
資
者

で
あ
る
松
本
源
三
郎
夫
妻
、
そ
の
他
、
音
楽

学
校
や
パ
リ
で
師
事
し
た
人
々
な
ど
の
手
紙

が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
父
母
か
ら
の
手
紙
は
、
自
分
た

ち
の
近
況
や
身
の
ま
わ
り
の
細
々
と
し
た
こ

と
を
記
し
て
お
り
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
横

浜
在
住
者
の
生
活
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で

き
興
味
深
い
。
美
子
が
出
発
し
た
二
八
年
は
、

昭
和
恐
慌
の
直
前
に
あ
た
り
、
す
ぐ
に
経
済

状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
。
ま
た
、
佐
藤
家

が
あ
っ
た
鶴
見
は
、
二
七
（
昭
和
二
）
年
に

横
浜
市
と
合
併
し
、
埋
立
地
の
工
業
化
な
ど

に
よ
り
地
域
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
時
期

で
も
あ
っ
た
。
父
母
の
手
紙
に
は
、
こ
れ
ら

を
反
映
し
た
様
々
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ

の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
、
あ
る
横
浜
市
民
が

見
た
、
昭
和
初
期
の
生
活
・
地
域
の
変
化
を

見
て
い
こ
う
。
な
お
、
手
紙
は
年
の
記
述
が

無
い
場
合
が
多
く
、
封
筒
が
残
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
以
下
の
年
記
載
は
内
容
か
ら
推
測

し
た
も
の
が
多
い
。

ま
ず
は
、
美
子
の
留
学
前
後
ま
で
の
略
歴

を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
美
子
は
、
一
九
〇
三

（
明
治
三
六
）
年
五
月
二
五
日
、
父
友
太

郎
・
母
ル
ヰ
ズ
の
二
女（
兄
三
人
・
姉
一
人
）

と
し
て
神
戸
に
生
ま
れ
た
。
父
は
、
京
都
府

が
一
八
七
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
・
リ
モ
ー
ジ
ュ

に
派
遣
し
た
留
学
生
で
、
母
ル
ヰ
ズ
と
同
地

で
出
会
い
八
九
年
に
結
婚
し
て
い
る
。
一
九

〇
九
（
明
治
四
二
）
年
、
税
関
の
鑑
定
官
で

あ
る
父
の
転
勤
に
よ
り
横
浜
の
官
舎
（
現
西

区
）
に
転
居
し
、
以
後
、
一
時
期
を
除
き
横

浜
に
在
住
し
た
。
同
年
、
山
手
に
あ
る
私
立

横
浜
菫
女
学
校
に
入
り
、
一
二（
明
治
四
五
）

年
か
ら
一
九
（
大
正
八
）
年
三
月
卒
業
ま
で

横
浜
紅
蘭
女
学
校
に
在
籍
（
級
外
〜
予
科
〜

本
科
）
し
、
こ
の
女
学
校
時
代
に
声
楽
を
志

し
た
。
こ
の
間
、
父
友
太
郎
は
、
一
六
年
に

青
島
埠
頭
局
の
勤
務
と
な
り
、
母
ル
ヰ
ズ
は

一
八
年
に
同
地
で
病
死
す
る
。
そ
の
後
、
二

〇
年
に
伊
東
夕
子
と
再
婚
す
る
。
美
子
は
、

二
二
（
大
正
一
一
）
年
東
京
音
楽
学
校
の
予

科
に
進
み
、
二
三
年
四
月
〜
二
六
年
三
月
本

科
、
同
四
月
〜
二
八
年
三
月
研
究
科
に
お
い

て
声
楽
を
学
ん
だ
。
二
二
年
に
は
、
父
が
税

関
を
退
職
し
、
官
舎
か
ら
鶴
見
の
総
持
寺
の

北
側
に
転
居
し
て
い
る
。
研
究
科
在
籍
中
か

ら
音
楽
活
動
を
始
め
て
お
り
、
先
に
見
た
よ

う
に
二
七
年
一
〇
月
に
結
成
し
た
レ
ス
ビ
ア

ン
ヴ
ォ
ー
カ
ル
フ
ォ
ア
（
後
に
ヴ
ォ
ー
カ
ル

フ
ォ
ア
）
な
ど
で
活
動
し
て
い
た
。

「
お
山
」の
様
子
・
鶴
見
の
様
子

佐
藤
家
が
転
居
し
た
総
持
寺
の
北
側
は
、

「
文
化
村
」（『
万
朝
報
』神
奈
川
版
23
・
7
・

15
）
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
、
大
正
一
〇

年
代
か
ら
開
発
さ
れ
た
新
興
住
宅
地
で
あ
っ

た
。
父
母
は
、
家
が
あ
る
地
域
の
こ
と
を

「
お
山
」
と
手
紙
に
は
書
い
て
い
る
。
美
子

が
出
発
し
た
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
頃
は
、

ま
だ
開
発
途
上
に
あ
っ
た
。

二
九
年
一
一
月
に
は
、「
玄
関
前
の
池
が

全
部
う
め
ら
れ
て
見
る
か
げ
も
あ
り
ま
せ
ん
」

（
11
・
21
※
手
紙
の
日
付
、
以
下
同
じ
）
と

書
き
送
っ
て
い
る
。
家
の
近
く
に
は
、
一
八
、

〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
寺
谷
大
池
が
あ
っ

た
。
こ
の
用
水
池
は
、
広
く
鶴
見
に
水
を
供

給
し
て
い
た
が
、
大
正
末
か
ら
埋
立
工
事
が

始
ま
り
宅
地
に
造
成
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
の

宅
地
化
は
、
急
速
に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
、

「
不
景
気
の
中
に
ど
ん
〳
〵
進
ん
で
行
く

の
は
方
々
の
山
が
宅
地
に
か
わ
り
ま
す
事
」

（
30
・
6
・
9
）
と
、
不
景
気
の
中
で
も
宅

地
化
が
進
ん
で
い
る
と
書
い
て
い
る
。
こ
の

影
響
の
一
つ
と
し
て
「
近
頃
鶴
見
に
火
事
が

よ
く
あ
り
ま
す
、〔
略
〕
其
三
日
目
に
綱
島

村
に
行
く
山
の
直
ぐ
下
の
ソ
バ
屋
の
裏
二
軒

や
け
ま
し
た
、
豊
岡
の
方
面
は
ち
ょ
い
〳
〵

あ
り
ま
す
、是
れ
丈
人
間
が
ふ
へ
た
の
で
す
」

と
、
宅
地
化
・
人
口
の
増
加
が
、
火
事
の
増

加
に
な
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。

一
方
、
不
景
気
は
「
お
山
」
に
も
大
き
な

影
を
落
と
し
て
い
る
。
同
じ
三
〇
年
六
月
の

手
紙
に
は
、「
私
宅
の
周
囲
は
全
部
か
わ
り

ま
し
た
」
と
、
五
軒
の
う
ち
四
軒
が
入
れ
替

わ
っ
た
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
借
家

で
も
「
家
賃
一
年
以
上
も
と
ゞ
こ
り
実
に
困

り
の
様
子
な
り
」
と
の
家
が
あ
り
、「
世
間
が

実
に
不
景
気
だ
か
ら
お
山
も
自
然
不
景
気
」

と
書
き
送
っ
て
い
る
。

巴
里
に
届
け
ら
れ
た

�

鶴
見
の
様
子鶴見にあった佐藤美子の自宅　昭和初期か（佐藤美子資料）

埋立途上の寺谷大池（1/3000地形図「鶴見」部分　1927年
測図、35年発行、横浜市役所、横浜商工会議所旧蔵資料）
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5

●巴里に届けられた鶴見の様子

三
一
年
一
二
月
に
も
、「
私
達
の
此
の
お
山

も
落
伍
者
が
追
々
と
出
来
て
来
ま
す
、
表
面

に
こ
そ
表
は
れ
な
い
け
れ
ど
私
達
の
様
に
苦

し
ん
で
居
る
方
が
あ
る
の
で
す
」（
12
・
7
）

と
、
こ
の
地
を
不
況
で
離
れ
て
い
く
人
々
が

出
て
い
る
こ
と
、
苦
境
の
人
々
が
他
に
も
潜

在
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
不
況
で
は
あ
っ
た
が
、
震
災

復
興
や
工
業
化
に
伴
う
開
発
・
基
盤
整
備
、

合
併
に
よ
る
横
浜
市
の
基
盤
整
備
も
行
わ
れ

て
い
た
。

先
の
三
〇
年
六
月
の
手
紙
で
は
、「
停
車
場

の
処
、
宅
で
買
ふ
マ
ン
ヂ
ュ
ウ
屋
の
処
ま
で

高
架
線
の
ガ
ー
ド
が
出
来
ま
し
た
、
杉
本
さ

ん
の
お
家
の
処
な
ど
跡
形
も
な
く
奇
麗
に

な
っ
て
居
り
ま
す
、
カ
ス
ケ
ー
ド
の
横
を
潮

田
の
方
か
ら
高
架
で
電
車
が
通
り
多
摩
の
方

に
行
っ
て
居
り
ま
す
」、
ま
た
、
一
一
月
に

も
「
鶴
見
は
住
ん
で
居
る
も
の
は
き
う
〳
〵

し
て
居
り
ま
す
け
れ
ど
発
展
す
る
事
驚
く
ば

か
り
、
総
持
寺
門
前
は
高
架
で
電
車
が
走
っ

て
居
り
ま
す
よ
」（
11
・
12
）、
三
一
年
四
月

に
も
「
高
架
の
電
車
も
昨
年
か
ら
お
ま
ん
ぢ

う
や
の
前
か
ら
走
っ
て
居
り
ま
す
、
そ
れ
は

〳
〵
よ
い
景
色
で
す
、
只
今
停
車
場
の
所
に

大
工
事
で
つ
ゞ
く
高
架
線
を
敷
い
て
居
り
ま

す
、
中
々
鶴
見
も
賑
か
に
な
り
ま
し
た
」

（
4
・
9
）
と
、
繰
り
返
し
高
架
を
走
る
電

車
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

道
路
に
つ
い
て
も
、「
道
路
が
近
く
広
く

な
り
ま
す
そ
う
で
す
」（
30
・
11
・
12
）、「
鶴

見
の
道
路
が
奇
麗
に
な
り
ま
し
た
」（
31
・

4
・
9
）
な
ど
た
び
た
び
書
き
送
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
不
景
気
な
の
で
「
話
し
よ
り
実
行

は
の
ろ
い
で
す
」（
未
・
2
・
16
）
と
い
う
状

態
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

道
路
が
整
備
さ
れ
て
く
る
と
、
自
動
車
の

便
も
出
て
く
る
。
三
〇
年
に
は
、「
池
の
そ

ば
の
そ
ば
屋
の
近
く
で
魚
よ
し
が
自
動
車
屋

に
か
わ
り
宅
に
ま
い
り
居
り
ま
し
た
、
番
当〔
頭
〕

が
運
転
手
に
な
り
宅
に
来
て
駅
ま
で
四
十
銭

で
す
か
ら
高
木
が
気
の
毒
で
す
、
最
近
乗
合

自
動
車
も
通
る
様
に
な
り
ま
す
、
発
展
は
す

ば
ら
し
い
で
す
け
ど
、
お
山
の
不
景
気
っ
た

ら
あ
り
ま
せ
ん
」（
30
・
11
・
12
）
と
、
自
動

車
屋
（
タ
ク
シ
ー
）
が
で
き
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。「
気
の
毒
」
と
言
わ
れ
て
い
る
「
高

木
」
は
、
お
そ
ら
く
は
人
力
車
の
関
係
者
で

あ
ろ
う
。

翌
年
に
は
、「
二
月
前
か
ら
鶴
見
駅
前
よ

り
私
達
の
沢
の
山
の
中
腹
ま
で
五
銭
均
一
の

乗
合
自
動
車
も
出
来
ま
し
た
」
と
記
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
鶴
見
臨
港
鉄
道
の
バ
ス
で
、

車
掌
が
乗
車
す
る
バ
ス
が
通
常
で
あ
っ
た
時

代
に
、
料
金
箱
に
よ
る
ワ
ン
マ
ン
カ
ー
と
し

て
運
賃
を
下
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
不
況
下

で
あ
っ
た
た
め
に
「
僅
か
五
銭
で
も
や
は
り

て
く
っ
て
居
る
人
が
多
い
の
で
す
」（
31
・

12
・
7
）
と
い
う
よ
う
に
、
五
銭
の
料
金
で

も
歩
く
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

鶴
見
の
物
価
と
商
店

こ
の
頃
は
、
不
況
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
価

格
が
下
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
東
京
の
例
だ

が
、「
服
屋
で
も
何
で
も
毎
月
売
出
し
ば
か

り
、
そ
れ
は
安
く
な
り
ま
し
た
、
今
送
り
ま

す
錦
紗
も
十
四
円
で
買
ひ
ま
し
た
、
余
り
安

い
か
ら
私
が
美
ち
ゃ
ん
に
上
げ
ま
す
」
や
、

ま
た
鶴
見
で
も
「
女
中
が
た
く
山
あ
り
ま
す
、

月
給
は
入
り
ま
せ
ん
か
ら
食
べ
る
丈
で
と
申

込
ん
で
来
る
、〔
略
〕
私
も
鹿
児
島
か
ら
知

人
の
娘
さ
ん
を
連
れ
て
来
て
な
ら
し
て
居
り

ま
す
、
高
等
女
学
校
出
五
円
与
へ
て
居
り
ま

す
、
八
月
に
な
り
ま
し
た
ら
八
円
位
に
い
た

し
ま
す
」（
30
・
6
・
9
）
な
ど
と
記
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
「
今
は
物
価
は
下

り
万
事
が
安
く
で
〔
マ
マ
〕済
み
ま
す
け
れ
ど
税
金
は

ふ
へ
ま
す
、
電
話
料
な
ど
少
し
も
下
り
ま
せ

ん
、
納
金
の
期
日
一
日
遅
れ
ま
し
た
ら
非
常

な
や
か
ま
し
い
事
で
す
」（
30
・
11
・
12
）、「
そ

れ
か
ら
電
車
賃
は
少
し
も
安
く
な
り
ま
せ
ん
、

前
と
同
じ
で
す
か
ら
東
京
ま
で
の
往
復
三
等

の
六
十
銭
が
前
の
二
等
の
乗
車
賃
位
に
考
へ

ら
れ
ま
す
か
ら
東
京
に
出
ま
す
の
も
一
寸
考

へ
ま
す
」（
31
・
12
・
7
）
と
い
う
よ
う
に
、

下
が
ら
な
い
も
の
、
実
質
的
に
は
値
上
が
り

す
る
も
の
な
ど
不
均
衡
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
鶴
見
の
物
価
の
地
域
性
に
つ
い
て

も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
「
東
京
で

も
横
浜
で
も
そ
れ
は
安
い
の
に
鶴
見
豊
岡
丈

は
以
前
の
通
り
、〔
略
〕
京
浜
間
で
一
番
高
い

処
と（〔

マ

マ

〕

物
価
）評
さ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
」

と
あ
り
、
物
価
が
高
い
と
評
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
に
、「
少
し
考
へ
て
居
る
人
は
他

に
引
越
す
様
に
な
り
ま
し
た
」
と
転
居
す
る

人
も
出
て
き
て
い
た
。
こ
の
高
い
物
価
に
対

し
、
美
子
の
母
は
「
ふ
ん
が
い
」
し
、
近
所

の
何
人
か
も
同
様
だ
と
し
な
が
ら
も
、
周
り

に
は
「
割
合
に
平
気
」
と
い
う
家
も
あ
り
、

商
人
の
方
で
も
「
此
の
お
山
は
高
く
す
る
の

だ
そ
う
な
」
と
言
っ
て
い
る
と
記
す
。
こ
の

頃
は
、「
御
用
聞
き
」
が
注
文
を
取
り
、
掛

け
売
り
が
普
通
で
あ
り
、
購
入
す
る
店
が
決

ま
っ
て
い
た
。
商
人
側
で
は
、
客
を
見
て
価

格
設
定
を
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、「
先
日
五
六

人
集
ま
っ
て
何
と
か
致
し
ま
せ
う
や
と
相
談

し
た
け
ど
、
真
際
に
や
る
人
の
数
が
少
い
か

ら
や
っ
ぱ
り
商
人
に
ま
け
て
居
る
」
の
で
、

人
に
よ
っ
て
は
、
東
京
や
横
浜
に
出
た
時
に

買
い
物
を
済
ま
せ
「
豊
岡
か
ら
少
し
も
買
は

ず
」
と
自
衛
し
、
佐
藤
家
で
も
な
る
べ
く
そ

の
よ
う
に
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
30
・

6
・
9
）。

こ
の
よ
う
な
物
価
高
は
、
地
域
の
有
力
者

や
商
人
も
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
頃
に
「
鶴

見
名
物
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
私
設
の

小
売
市
場
が
、
い
く
つ
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

母
の
手
紙
で
も
「
此
の
せ
ま
い
鶴
見
で
さ
へ

美
ち
ゃ
ん
が
行
き
ま
し
て
か
ら
四
軒
の
大
き

な
公
設
市
場
が
出
来
て
居
り
ま
す
か
ら
、
小

さ
な
店
は
ど
ん
〳
〵
倒
れ
る
一
方
で
す
」

（
31
・
12
・
7
）
と
、
小
売
市
場
の
増
加
と

従
来
の
小
売
店
の
苦
境
を
記
し
て
い
る
。

佐
藤
家
の
生
活
と
留
学
費
用

次
に
、
手
紙
に
書
か
れ
た
佐
藤
家
の
生
活

を
垣
間
見
て
み
よ
う
。

父
友
太
郎
は
、
税
関
を
退
職
し
た
後
、
横

浜
正
金
銀
行
等
い
く
つ
か
の
会
社
で
仕
事
を

し
て
い
た
よ
う
で
、
留
学
出
発
当
時
の
二
八

年
で
は
木
下
組
の
顧
問
を
し
て
い
た
。
恩
給

と
顧
問
報
酬
が
生
活
の
基
盤
で
あ
っ
た
。

も
と
も
と
佐
藤
家
の
生
活
水
準
は
高
く
、

横
浜
税
関
時
代
に
は
、
鑑
査
官
と
し
て
「
税

関
長
の
給
料
を
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
」（『
カ
ル
メ
ン
お
美
』
二
三
頁
）
と

昭
和
期
に
活
躍
し
た
、
横
浜
在
住
の
声
楽

家
に
佐
藤
美
子
が
い
る
。
美
子
は
、
一
九
二

八
（
昭
和
三
）
年
一
二
月
に
日
本
を
出
発
し
、

三
二
年
六
月
に
帰
国
す
る
ま
で
フ
ラ
ン
ス
に

留
学
し
て
い
た
。
こ
の
間
に
美
子
に
届
い
た

手
紙
類
が
、
自
宅
の
父
母
か
ら
の
手
紙
を
中

心
に
、「
佐
藤
美
子
資
料
」
に
綴
と
さ
れ
て
残

さ
れ
て
い
る
（
資
料
番
号
Ⅲ─

11
、
Ⅲ─

12
、

別
に
は
が
き
類
も
あ
る
）。
こ
の
中
に
は
、

留
学
先
で
大
変
世
話
に
な
る
安
達
峰
一
郎
フ

ラ
ン
ス
大
使
や
、
音
楽
学
校
の
先
輩
で
あ
り
、

田
谷
力
三
・
内
田
栄
一
・
美
子
と
と
も
に
四

重
唱
団
ヴ
ォ
ー
カ
ル
フ
ォ
ア
を
結
成
し
、
美

子
が
姉
と
慕
う
松
平
里
子
、
留
学
の
出
資
者

で
あ
る
松
本
源
三
郎
夫
妻
、
そ
の
他
、
音
楽

学
校
や
パ
リ
で
師
事
し
た
人
々
な
ど
の
手
紙

が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
父
母
か
ら
の
手
紙
は
、
自
分
た

ち
の
近
況
や
身
の
ま
わ
り
の
細
々
と
し
た
こ

と
を
記
し
て
お
り
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
横

浜
在
住
者
の
生
活
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で

き
興
味
深
い
。
美
子
が
出
発
し
た
二
八
年
は
、

昭
和
恐
慌
の
直
前
に
あ
た
り
、
す
ぐ
に
経
済

状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
。
ま
た
、
佐
藤
家

が
あ
っ
た
鶴
見
は
、
二
七
（
昭
和
二
）
年
に

横
浜
市
と
合
併
し
、
埋
立
地
の
工
業
化
な
ど

に
よ
り
地
域
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
時
期

で
も
あ
っ
た
。
父
母
の
手
紙
に
は
、
こ
れ
ら

を
反
映
し
た
様
々
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ

の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
、
あ
る
横
浜
市
民
が

見
た
、
昭
和
初
期
の
生
活
・
地
域
の
変
化
を

見
て
い
こ
う
。
な
お
、
手
紙
は
年
の
記
述
が

無
い
場
合
が
多
く
、
封
筒
が
残
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
以
下
の
年
記
載
は
内
容
か
ら
推
測

し
た
も
の
が
多
い
。

ま
ず
は
、
美
子
の
留
学
前
後
ま
で
の
略
歴

を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
美
子
は
、
一
九
〇
三

（
明
治
三
六
）
年
五
月
二
五
日
、
父
友
太

郎
・
母
ル
ヰ
ズ
の
二
女（
兄
三
人
・
姉
一
人
）

と
し
て
神
戸
に
生
ま
れ
た
。
父
は
、
京
都
府

が
一
八
七
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
・
リ
モ
ー
ジ
ュ

に
派
遣
し
た
留
学
生
で
、
母
ル
ヰ
ズ
と
同
地

で
出
会
い
八
九
年
に
結
婚
し
て
い
る
。
一
九

〇
九
（
明
治
四
二
）
年
、
税
関
の
鑑
定
官
で

あ
る
父
の
転
勤
に
よ
り
横
浜
の
官
舎
（
現
西

区
）
に
転
居
し
、
以
後
、
一
時
期
を
除
き
横

浜
に
在
住
し
た
。
同
年
、
山
手
に
あ
る
私
立

横
浜
菫
女
学
校
に
入
り
、
一
二（
明
治
四
五
）

年
か
ら
一
九
（
大
正
八
）
年
三
月
卒
業
ま
で

横
浜
紅
蘭
女
学
校
に
在
籍
（
級
外
〜
予
科
〜

本
科
）
し
、
こ
の
女
学
校
時
代
に
声
楽
を
志

し
た
。
こ
の
間
、
父
友
太
郎
は
、
一
六
年
に

青
島
埠
頭
局
の
勤
務
と
な
り
、
母
ル
ヰ
ズ
は

一
八
年
に
同
地
で
病
死
す
る
。
そ
の
後
、
二

〇
年
に
伊
東
夕
子
と
再
婚
す
る
。
美
子
は
、

二
二
（
大
正
一
一
）
年
東
京
音
楽
学
校
の
予

科
に
進
み
、
二
三
年
四
月
〜
二
六
年
三
月
本

科
、
同
四
月
〜
二
八
年
三
月
研
究
科
に
お
い

て
声
楽
を
学
ん
だ
。
二
二
年
に
は
、
父
が
税

関
を
退
職
し
、
官
舎
か
ら
鶴
見
の
総
持
寺
の

北
側
に
転
居
し
て
い
る
。
研
究
科
在
籍
中
か

ら
音
楽
活
動
を
始
め
て
お
り
、
先
に
見
た
よ

う
に
二
七
年
一
〇
月
に
結
成
し
た
レ
ス
ビ
ア

ン
ヴ
ォ
ー
カ
ル
フ
ォ
ア
（
後
に
ヴ
ォ
ー
カ
ル

フ
ォ
ア
）
な
ど
で
活
動
し
て
い
た
。

「
お
山
」の
様
子
・
鶴
見
の
様
子

佐
藤
家
が
転
居
し
た
総
持
寺
の
北
側
は
、

「
文
化
村
」（『
万
朝
報
』神
奈
川
版
23
・
7
・

15
）
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
、
大
正
一
〇

年
代
か
ら
開
発
さ
れ
た
新
興
住
宅
地
で
あ
っ

た
。
父
母
は
、
家
が
あ
る
地
域
の
こ
と
を

「
お
山
」
と
手
紙
に
は
書
い
て
い
る
。
美
子

が
出
発
し
た
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
頃
は
、

ま
だ
開
発
途
上
に
あ
っ
た
。

二
九
年
一
一
月
に
は
、「
玄
関
前
の
池
が

全
部
う
め
ら
れ
て
見
る
か
げ
も
あ
り
ま
せ
ん
」

（
11
・
21
※
手
紙
の
日
付
、
以
下
同
じ
）
と

書
き
送
っ
て
い
る
。
家
の
近
く
に
は
、
一
八
、

〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
寺
谷
大
池
が
あ
っ

た
。
こ
の
用
水
池
は
、
広
く
鶴
見
に
水
を
供

給
し
て
い
た
が
、
大
正
末
か
ら
埋
立
工
事
が

始
ま
り
宅
地
に
造
成
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
の

宅
地
化
は
、
急
速
に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
、

「
不
景
気
の
中
に
ど
ん
〳
〵
進
ん
で
行
く

の
は
方
々
の
山
が
宅
地
に
か
わ
り
ま
す
事
」

（
30
・
6
・
9
）
と
、
不
景
気
の
中
で
も
宅

地
化
が
進
ん
で
い
る
と
書
い
て
い
る
。
こ
の

影
響
の
一
つ
と
し
て
「
近
頃
鶴
見
に
火
事
が

よ
く
あ
り
ま
す
、〔
略
〕
其
三
日
目
に
綱
島

村
に
行
く
山
の
直
ぐ
下
の
ソ
バ
屋
の
裏
二
軒

や
け
ま
し
た
、
豊
岡
の
方
面
は
ち
ょ
い
〳
〵

あ
り
ま
す
、是
れ
丈
人
間
が
ふ
へ
た
の
で
す
」

と
、
宅
地
化
・
人
口
の
増
加
が
、
火
事
の
増

加
に
な
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。

一
方
、
不
景
気
は
「
お
山
」
に
も
大
き
な

影
を
落
と
し
て
い
る
。
同
じ
三
〇
年
六
月
の

手
紙
に
は
、「
私
宅
の
周
囲
は
全
部
か
わ
り

ま
し
た
」
と
、
五
軒
の
う
ち
四
軒
が
入
れ
替

わ
っ
た
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
借
家

で
も
「
家
賃
一
年
以
上
も
と
ゞ
こ
り
実
に
困

り
の
様
子
な
り
」
と
の
家
が
あ
り
、「
世
間
が

実
に
不
景
気
だ
か
ら
お
山
も
自
然
不
景
気
」

と
書
き
送
っ
て
い
る
。

鶴見にあった佐藤美子の自宅　昭和初期か（佐藤美子資料）
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●巴里に届けられた鶴見の様子

の
地
位
に
あ
り
、
昭
和
初
期
で
は
、
先
に
見

た
よ
う
に
電
話
を
備
え
、「
女
中
」
を
雇
い
、

ま
た
、
ラ
ジ
オ
を
所
有
し
、
読
売
新
聞
と
東

京
日
日
新
聞
の
二
紙
を
購
読
し
て
い
た（
31
・

8
・
20
）。
市
域
の
ラ
ジ
オ
契
約
者
は
三
〇

年
に
約
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
電
話
加
入
者
数

は
二
八
年
に
一
万
人
強
、
鶴
見
局
は
六
三
九

人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
美
子
の
音
楽
活
動
も

あ
り
、
東
京
な
ど
の
演
奏
会
へ
も
定
期
的
に

通
っ
て
い
た
。

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
四
月
の
手
紙
を

見
る
と
、
月
に
恩
給
一
五
〇
円
、
顧
問
料
一

〇
〇
円
の
計
二
五
〇
円
の
収
入
に
対
し
、
家

屋
の
返
済
金
の
七
四
円
が
「
ま
だ
三
年
も
あ

り
」、
別
の
手
紙
で
は
「
償
還
金
〔
※
返
済

金
の
こ
と
〕
地
代
掛
り
金
等
」
で
一
〇
〇
円

以
上
と
な
る
と
し
て
い
る
の
で
（
30
・
11
・

10
）、
普
段
の
生
活
は
、
月
に
一
五
〇
円
位

の
中
で
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
生
活
の
中
で
美
子
は
留
学
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
美
子
の
留
学
費
用
が
ど
の
く

ら
い
で
あ
っ
た
の
か
見
て
み
よ
う
（
資
料
番

号
Ⅱ

─

三
六
九─

四
）。
約
三
年
半
の
留
学
期

間
の
総
額
は
一
八
、
一
二
〇
円
、

こ
の
う
ち
、
往
き
の
船
賃
と
帰

り
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
な
ど
の
費

用
が
三
、
〇
〇
〇
円
、
残
り
の

一
五
、
一
二
〇
円
は
生
活
費
や

講
師
代
な
ど
と
な
り
、
月
に
四

二
〇
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
費
用

の
大
部
分
が
、
援
助
者
の
松
本

源
三
郎
か
ら
の
貸
与
で
あ
っ
た
。

帰
国
後
の
証
書
で
は
、
松
本
か

ら
の
借
用
は
一
四
、
四
〇
〇
円

と
な
り
（『
カ
ル
メ
ン
お
美
』
四
五
〜
四
六

頁
）、
七
二
〇
円
は
別
に
工
面
し
て
い
た
。

こ
の
中
に
は
、
美
子
自
身
の
収
入
、
父
母
や

次
兄
か
ら
の
送
金
な
ど
が
あ
っ
た
。

不
況
は
、
佐
藤
家
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。
三
〇
年
初
頭
か
ら
、
木
下
組
の

経
営
難
が
た
び
た
び
手
紙
に
記
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
遂
に
三
一
年
五
月
に
は
、
顧
問
料

が
打
ち
切
り
と
な
っ
て
し
ま
う
。
佐
藤
家
で

は
、
こ
の
事
態
を
見
越
し
て
、
三
〇
年
後
半

頃
か
ら
新
た
な
収
入
源
を
模
索
し
て
い
る
。

既
に
倹
約
は
「
今
は
東
京
に
行
く
の
さ
へ
月

に
一
度
位
と
決
め
て
余
程
の
事
で
な
け
れ
ば

二
人
共
出
ま
せ
ん
、
そ
し
て
真
当
の
生
活
の

み
に
逐
は
れ
て
交
際
な
ど
に
は
少
し
の
余
裕

も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
品
物
も
既
に
不
用
の
も

の
売
り
も
致
し
ま
し
た
け
ど
、
そ
う
も
つ
ゞ

け
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
何
と
か
せ
ね
ば
な
ら
ん

と
工
夫
も
気
根
も
尽
き
て
居
り
ま
す
」（
30
・

11
・
12
）と
の
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
当

山
の
組
合
の
規
則
が
か
わ
り
土
地
を
利
用
し

て
よ
い
と
云
ふ
事
」
に
な
っ
た
の
で
、
借
家

を
建
て
る
こ
と
に
し
た
。
住
宅
組
合
と
思
わ

れ
る
組
織
の
規
則
が
変
わ
り
、
自
宅
以
外
に

も
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

先
に
見
た
返
済
金
も
、
こ
の
組
合
か
ら
の
借

用
で
あ
っ
た
。

翌
三
一
年
に
な
っ
て
、
パ
リ
の
美
子
か
ら

歯
の
治
療
費
を
送
っ
て
欲
し
い
と
の
連
絡
が

来
た
の
で
、
組
合
か
ら
借
家
建
築
分
一
、
〇

〇
〇
円
、
家
の
修
理
代
の
名
目
で
四
〇
〇
円

を
借
り
、
帰
国
後
に
美
子
が
返
す
こ
と
に
し

て
四
〇
〇
円
を
送
金
し
た
（
31
・
5
・
1
）。

こ
の
一
、
〇
〇
〇
円
と
手
元
の
お
金
若
干
で

建
築
す
る
一
五
坪
の
借
家
は
、
佐
藤
家
の
計

算
で
は
、
家
賃
二
五
円
位
に
す
る
と
、
返
済

等
を
差
し
引
い
て
一
〇
円
が
残
る
こ
と
に
な

り
、
七
二
円
の
返
済
金
が
六
二
円
に
な
る
の

で
、
少
し
は
楽
に
な
る
と
書
き
送
っ
て
い
る
。

周
辺
の
家
々
で
も
、
同
様
に
借
家
経
営
に
乗

り
だ
し
て
い
る
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の

後
、
オ
ペ
ラ
コ
ミ
ッ
ク
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

や
、
帰
国
後
の
こ
と
の
記
述
が
多
く
な
り
、

こ
の
借
家
の
顛
末
は
分
か
ら
な
い
。

最
後
に
、
三
一
（
昭
和
六
）
年
暮
れ
、
久

し
ぶ
り
に
銀
座
に
出
た
母
の
買
い
物
を
紹
介

し
よ
う
（
31
・
12
・
7
）。
同
年
九
月
、
美

子
が
姉
と
慕
う
松
平
里
子
が
ミ
ラ
ノ
で
客
死

し
、
一
二
月
に
遺
骨
が
帰
国
、
六
日
に
東
京

駅
へ
出
迎
え
に
行
き
、
そ
の
つ
い
で
に
銀
座

へ
廻
っ
た
。

当
時
の
東
京
も
不
況
下
で
、「
大
き
な
デ

パ
ー
ト
で
小
供
用
の
菓
子
は
一
袋
十
銭
五
銭

と
云
ふ
風
に
な
っ
て
居
り
ま
す
、
た
ま
に
二

十
銭
の
も
の
が
あ
り
ま
し
て
も
中
々
売
れ
ま

せ
ん
」、「
タ
ク
シ
ー
も
五
十
銭
で
す
、
然
し

東
京
駅
か
ら
九
段
あ
た
り
迄
な
ら
三
十
銭
で

喜
ん
で
乗
せ
ま
す
、
け
れ
ど
空
自
動
車
の
洪

水
で
す
、
こ
ん
な
風
で
安
く
し
て
も
乗
り
手

が
な
い
買
い
手
が
な
い
と
云
ふ
風
で
す
」
と

の
状
態
で
あ
っ
た
。
銀
座
で
も
、「
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
あ
ら
ゆ
る
広
告
で
実

に
奇
麗
賑
か
な
も
の
で
す
」
と
華
や
か
で
あ
っ

た
が
、「
こ
ん
な
に
し
て
景
気
を
付
け
て
も

見
て
歩
く
人
の
み
が
多
い
様
」
で
あ
っ
た
。

午
後
四
時
五
五
分
着
の
列
車
を
出
迎
え
た

母
は
、
そ
の
後
、「
美
ち
ゃ
ん
の
知
っ
て
居

る
頃
は
三
十
銭
で
安
い
方
で
し
た
ね
、
あ
れ

が
只
今
は
十
銭
均
一
」
と
な
っ
た
食
堂
で
夕

食
を
と
り
、
そ
の
店
で
一
二
個
入
り
三
〇
銭

の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を
買
っ
て
、
松
屋
に
行

き
ナ
マ
コ
一
折
り
二
〇
銭
・
目
ざ
し
一
〇
銭

を
購
入
、
松
屋
の
無
料
送
迎
バ
ス
に
乗
り
新

橋
駅
に
出
て
帰
宅
し
て
い
る
。
一
二
個
の

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を
「
大
事
に
食
べ
て
居
り

ま
す
」
と
記
し
て
い
る
。

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
六
月
、
美
子
は

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
由
で
、
少
々
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た
が
、
無
事
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し

た
。
東
京
駅
に
降
り
立
っ
た
す
が
た
は
、
大

き
く
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
。
帰
国
後
、
最
初

の
独
唱
会
は
、
六
月
一
六
日
時
事
新
報
社
主

催
に
よ
り
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
、

同
年
に
映
画
「
花
の
東
京
」
に
出
演
す
る
な

ど
、
活
躍
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

【
参
考
文
献
】

矢
野
晶
子『
カ
ル
メ
ン
お
美
』（
有
隣
堂
、
一
九
八
八

年
）、『
鶴
見
区
史
』（
鶴
見
区
史
刊
行
委
員
会
、
一
九

八
二
年
）、
サ
ト
ウ
マ
コ
ト『
鶴
見
線
物
語
』（
2
3
0

ク
ラ
ブ
、
二
〇
〇
三
年
）、『
横
浜
市
営
交
通
八
十

年
史
』（
横
浜
市
交
通
局
、
二
〇
〇
一
年
）。

�

（
百
瀬
敏
夫
）

ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に
際
し
て
、
横
浜
市
当

局
や
横
浜
市
体
育
協
会
の
働
き
か
け
が
功
を

奏
し
、
ヨ
ッ
ト
競
技
の
誘
致
に
成
功
、
新
山

下
に
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
が
建
設
さ
れ
た
経
過

に
つ
い
て
述
べ
た
。
戦
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
あ
た
り
、
横
浜
が
最
初
に
誘
致
を
目

指
し
た
競
技
も
ヨ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
新
山
下

の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
は
、
終
戦
後
、
米
軍
に

一
時
接
収
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
五
二
（
昭

和
二
七
）
〜
五
三
年
の
返
還
以
後
は
、
日
本

ヨ
ッ
ト
協
会
、
大
学
等
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
既
に
そ
の
狭
さ
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
必
要
と
さ
れ
る
、

舟
艇
二
百
、
参
加
人
員
千
数
百
、
海
上
二
万

坪
、
陸
上
二
万
坪
の
収
容
・
確
保
は
難
し

か
っ
た
。
そ
こ
で
横
浜
市
は
、
富
岡
を
新
た

な
会
場
に
想
定
し
て
誘
致
活
動
を
始
め
た
。

東
京
開
催
が
決
ま
る
前
年
の
一
九
五
八
年

一
一
月
二
一
日
、
横
浜
市
長
（
平
沼
亮
三
）

は
蔵
相
（
佐
藤
栄
作
）
宛
に
、
一
通
の
請
願

書
を
送
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
近
く
撤
退
が

予
想
さ
れ
る
金
沢
区
富
岡
町
の
米
軍
接
収
施

設
（
第
五
〇
八
通
信
修
理
隊
）
の
跡
地
（
約

一
〇
万
坪　

大
半
が
国
有
地
）
に
、
東
京
商

船
大
学
や
運
輸
省
海
員
学
校
を
誘
致
し
、
さ

ら
に
地
元
で
不
足
す
る
高
校
・
中
学
校
を
新

設
し
、
加
え
て
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
を
含
む
臨

海
公
園
を
建
設
し
、
こ
こ
を
一
大
文
教
地
区

と
し
た
い
。
あ
わ
せ
て
「
一
九
六
四
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
誘
致
に
備
え
る
と
共
に
、

現
在
の
港
域
内
の
狭
隘
な
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

を
解
消
し
て
一
大
広
漠
の
海
岸
に
発
展
の
基

を
礎
か
ん
と
」。
つ
い
て
は
、
接
収
解
除
の

促
進
と
国
有
地
の
無
料
譲
与
を
願
い
た
い
と

月
二
九
日
）
一
方
、
神
奈
川
県
宛
に
再
度
の

請
願
を
行
っ
た
（
七
月
一
日
）。
ま
た
こ
の

年
一
一
月
二
〇
日
に
発
生
し
た
東
洋
化
工
株

式
会
社
横
浜
工
場
の
火
薬
庫
爆
発
事
故
を
受

け
て
、
金
沢
区
の
町
内
会
長
ら
は
、
弾
薬
揚

陸
施
設
反
対
と
接
収
解
除
を
神
奈
川
県
に
強

く
求
め
た
。
し
か
し
、
米
軍
側
の
姿
勢
を
動

か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
以
上
の
経
過

は
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
「
提
供
施
設

関
係
書
類
綴　

富
岡
通
信
隊
」
に
よ
る
）。

こ
う
し
た
な
か
、
神
奈
川
県
は
一
九
六
〇

年
に
入
っ
た
頃
か
ら
、
富
岡
の
接
収
解
除
は

困
難
と
み
て
、
江
の
島
会
場
案
に
傾
き
つ
つ

あ
っ
た
。
三
月
八
日
に
開
か
れ
た
県
の
部
長

会
議
で
、
内
山
知
事
は
「〔
米
軍
側
が
〕
こ
の

よ
う
に
決
定
的
に
言
っ
て
い
る
以
上
、
私
と

し
て
も
や
り
方
が
な
い
、
そ
う
な
る
と
ヨ
ッ

ト
の
問
題
も
江
の
島
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
は
伏
せ
て
お
き
た
い
」
と
本
音
を
漏
ら

し
て
い
る（
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵「
部

長
会
議
関
係
書
類
」）。

同
年
五
月
一
九
日
に
日
本
ヨ
ッ
ト
協
会
は

会
場
を
江
の
島
に
す
る
と
決
定
、
六
月
一
〇

日
の
組
織
委
員
会
で
正
式
に
決
定
し
た
。

接
収
解
除
、文
教
地
区
整
備
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
誘
致
、
と
い
う
横
浜
市
の
一
石
三
鳥
の
目

論
見
は
画
餅
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。

レ
ス
リ
ン
グ
と
文
化
体
育
館
問
題

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
四
月
に
横
浜

市
長
に
就
任
し
た
半
井
清
は
、
そ
の
年
の
一

二
月
二
〇
日
の
日
記
に
、「
1
．
レ
ス
リ
ン

グ
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
誘
致
運
動
、
小
西
市
議
、

八
田
会
長
、
1
．
文
化
体
育
館
、
平
沼
記
念

佐藤美子　パリPetit Palais（プティ・パレ）の
そばで　1931年7月（佐藤美子資料）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
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1950年代の根岸湾　手前に見える埠頭が富岡接収地区
� 広報課写真資料
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